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ヒアリング番号 日程 ヒアリング対象者

① 平成27年8月10日 福手 孝人　元（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部施設整備推進課課長

② 平成27年8月10日 山本 幸男　文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課専門官　１回目

③ 平成27年8月10日 山﨑 雅男　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部本部長　１回目

④ 平成27年8月10日 今里 讓　元文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課課長

⑤ 平成27年8月10日 白間 竜一郎　元文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課課長

⑥ 平成27年8月10日 藤原 誠　元（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部担当理事　１回目

⑦ 平成27年8月11日 齋藤 幸司　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部施設整備推進課課長

⑧ 平成27年8月11日 日下 光彦　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部事業運営企画課課長

⑨ 平成27年8月13日 鬼澤 佳弘　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部担当理事　１回目

⑩ 平成27年8月13日 小湊 啓一　元（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部施設企画課課長

⑪ 平成27年8月13日 永山 裕二　元文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課課長

⑫ 平成27年8月13日 新保 幸一　文部科学省大臣官房文教施設企画部技術参事官

⑬ 平成27年8月13日 関 靖直　元文部科学省大臣官房文教施設企画部部長

⑭ 平成27年8月20日 久保 公人　元文部科学省スポーツ・青少年局局長

⑮ 平成27年8月20日 和田 章　東京工業大学名誉教授

⑯ 平成27年8月20日 川田 耕二　文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課室長補佐

⑰ 平成27年8月21日 株式会社日建設計
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⑱ 平成27年8月21日 株式会社山下設計・株式会社山下ピー・エム・コンサルタンツ

⑲ 平成27年8月21日 株式会社竹中工務店

⑳ 平成27年8月24日 宿本 尚吾　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部企画調整役

㉑ 平成27年8月24日 山中 伸一　元文部科学事務次官

㉒ 平成27年8月24日 阿部 英樹　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部施設部部長

㉓ 平成27年8月24日 野城 智也　東京大学教授

㉔ 平成27年8月25日 株式会社都市計画設計研究所

㉕ 平成27年8月25日 山﨑 雅男　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部本部長　２回目

㉖ 平成27年8月25日 Zaha Hadid Architects

㉗ 平成27年8月25日 大成建設株式会社

㉘ 平成27年8月25日 鬼澤 佳弘　（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部担当理事　２回目

㉙ 平成27年8月25日 藤原 誠　元（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部担当理事　２回目

㉚ 平成27年8月27日 下村 博文　文部科学大臣

㉛ 平成27年8月27日 河野 一郎　（独）日本スポーツ振興センター理事長

㉜ 平成27年8月31日 安藤 忠雄　元国立競技場基本構想国際デザイン競技審査委員会委員長

㉝ 平成27年8月31日 山下 隆幸　元（独）日本スポーツ振興センター新国立競技場設置本部施設部部長

㉞ 平成27年9月4日 山本 幸男　文部科学省スポーツ・青少年局スポーツ・青少年企画課専門官　２回目
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建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
算
工
事
費
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
な
が
ら
、
『
目
標
工
事
費
』
に
な
っ
て
い
く
の
か

「
新
国
立
競
技
場
整
備
計
画
経
緯
検
証
委
員
会
（
第

2回
）
」

２
０
１
５
年
８
月
１
９
日

古
阪
秀
三
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概
算
法
の
種
類

 

企
画
時

 

基
本
設
計
時

 
実
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設
計
時

 

×
 

数
量

 

工
事
費

 
×
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接

工
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純
工
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総
工

事
 

×
 

工
事
費
全
体

 

建
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工

事
費

 

躯
体
工

事
費

 

×
 

つ
み
あ
げ

 
平
均
歩
掛
り
，
単
価

 
単
回
帰

 
重
回
帰

 
そ
の
他

 

①
概
算
時
期

 
②
概

算
の
対
象

 
③
工
事

の
範

囲
 

③
’ 概

算
区
分

 
④

手
法

 

注
）
概
算
区
分

で
は

対
象
の
と
り
あ
げ
方
に
よ

っ
て

、
下
請
別
、
部
分
別
、
空
間
別

、
装
置
別
、
工
事
別
の
方

法
に

わ
け

ら
れ
る
。

 

積
算
は
、
一
般
的
に
は
建
築
積
算
業
務
と
言
わ
れ
、
入
札
契
約
段
階
に
実
施
設
計
図
書

に
基
づ
い
て
同
一
の
積
算
要
領
（
数
量
積
算
基
準
や
内
訳
書
標
準
書
式
）
に
よ
っ
て
、
発
注

側
、
受
注
側
共
に
同
じ
内
容
に
よ
っ
て
行
う
。
積
算
を
各
種
数
量
の
算
出
作
業
、
見
積
り
を
算

出
数
量
に
単
価
を
乗
じ
て
工
事
費
を
算
出
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
も
あ
る
。

概
算
（
概
略
積
算
）
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
済
性
の
検
討
（
実
現
可
能
性
の
検
討
＝
Ｆ
Ｓ
）
か

ら
始
ま
り
、
設
計
の
各
段
階
（
企
画
・
基
本
計
画
・
基
本
設
計
）
に
わ
た
っ
て
経
済
的
・
合
理
的

な
設
計
と
す
る
た
め
の
、
コ
ス
ト
ス
タ
デ
ィ
に
重
点
を
置
い
て
行
う
。
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精

算
に

近
い

内
容

で
算

出
 

・
仮

設
計

画
図

に
基

づ
き

算
出

 

躯
体

積
算

 
・

工
種

別
 

・
工

種
別

 
・

工
種

別
 

・
工

種
別

 

 
・

建
物

用
途

、
構

造
か

ら
歩

掛
を

設
定

 
（

構
造

形
式

不
明

の
場

合
は

想
定

）
 

・
杭

は
歩

掛
情

報
 

・
土

量
は

設
定

し
概

略
算

出
 

・
躯

体
は

基
本

的
に

歩
掛

情
報

 
・

概
略

断
面

の
場

合
概

略
数

量
算

出
 

・
杭

は
歩

掛
情

報
 

・
土

量
は

設
定

し
概

略
算

出
 

・
概

略
断

面
の

場
合

概
略

数
量

算
出

 
（

基
礎

・
地

下
躯

体
・

地
上

躯
体

に
区

分
）

 
・

杭
は

概
略

断
面

で
算

出
 

・
土

量
は

想
定

仮
設

計
画

に
基

づ
き

算
出

 

・
躯

体
は

構
造

図
に

よ
り

算
出

 
（

基
礎

・
地

下
躯

体
・

地
上

躯
体

に
区

分
）

 
・

杭
は

構
造

図
に

よ
り

算
出

 
・

土
量

は
仮

設
計

画
に

基
づ

き

算
出

 

外
部

仕
上

積
算

 
・

部
分

別
、

部
位

別
 

・
部

分
別

、
部

位
別

 
・

部
分

別
、

部
位

別
 

・
工

種
別

 

 
・

外
部

仕
上

の
グ

レ
ー

ド
を

設
定

し
算

出
 

（
外

部
 

部
位

別
面

積
）

 

・
主

な
部

位
の

数
量

を
概

略
算

出
 

・
開

口
部

は
概

略
算

出
 

・
部

位
毎

に
仕

上
別

の
数

量
を

概
略

算
出

 
・

開
口

部
は

種
類

別
に

個
所

数
で

算
出

 

・
意

匠
図

に
よ

り
算

出
 

内
部

仕
上

積
算

 
・

部
屋

別
又

は
仕

上
別

 
・

部
屋

別
（

空
間

別
）

 
・

部
分

別
、

部
位

別
 

・
工

種
別

 

 
・

内
部

仕
上

の
グ

レ
ー

ド
を

設
定

し
算

出
 

（
内

部
 

部
屋

別
の

面
積

の
場

合
と

同
仕

上
面

積
別

の
場

合
が

あ
る

）
 

・
部

屋
別

の
床

面
積

を
算

出
（

内
訳

と
し

て
床

、
幅

木
、

壁
、

天
井

、
回

縁
を

算
出

）
 

・
間

仕
は

概
略

算
出

 
・

開
口

部
は

概
略

算
出

 
・

雑
、

金
属

類
は

主
要

な
も

の
を

算
出

 

・
仕

上
表

を
基

に
部

屋
別

部
位

別
、

仕
上

毎
に

概
略

算
出

 
・

間
仕

切
は

種
類

毎
に

概
略

算
出

 
・

開
口

部
は

種
類

別
に

個
所

数
で

算
出

 
・

雑
、

金
属

類
は

算
出

 

・
意

匠
図

に
よ

り
算

出
 

設
備

積
算

 
・

機
能

別
と

グ
レ

ー
ド

別
 

・
機

能
別

と
グ

レ
ー

ド
別

 
・

科
目

別
 

・
工

種
別

 

 
・

輸
送

設
備

は
資

料
を

基
に

メ
ー

カ
ー

引
合

 
・

電
気

、
衛

生
、

空
調

設
備

は
類

似
の

精
算

物
件

の
デ

ー
タ

を
基

に
算

出
 

・
輸

送
設

備
は

資
料

を
基

に
メ

ー
カ

ー
引

合
 

・
電

気
、

衛
生

、
空

調
設

備
は

機
器

の
メ

ー
カ

ー
引

合
、

そ
の

他
は

精
算

物
件

の
デ

ー
タ

を
基

に
算

出
 

・
輸

送
設

備
は

資
料

を
基

に
メ

ー
カ

ー
引

合
 

・
電

気
、

衛
生

、
空

調
設

備
は

機
器

の
メ

ー
カ

ー
引

合
、

幹
線

、
照

明
、

ダ
ク

ト
、

配
管

等
の

主
要

部
品

は
概

略
算

出
 

・
設

備
図

に
よ

り
算

出
 

屋
外

施
設

等
 

・
用

途
別

 
・

用
途

別
又

は
部

位
別

 
・

部
位

別
 

・
部

位
別

 

 
・

敷
地

面
積

－
建

築
面

 
＝

外
構

面
積

 
・

敷
地

面
積

－
建

築
面

積
 

＝
外

構
面

積
 

・
記

載
内

容
毎

に
概

略
算

出
 

・
外

構
図

に
よ

り
算

出
 

（
資

料
出

所
：

日
本

建
築

積
算

協
会

、
建

築
積

算
資

格
者

更
新

講
習

テ
キ

ス
ト

、
2

0
0

1
.1

0
）
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概
算
区
分

数
量
算
出

企
画
段
階
の

概
算
積
算
【
D
】

基
本
計
画
段
階
の

概
算
積
算
【
C
】

基
本
設
計
段
階
の

概
算
積
算
【
B
】

実
施
設
計
段
階
の

精
算
積
算
【
A
】

仮
設
積
算

・
過
去
の
デ
ー
タ
よ
り
算
出

・
共
通
、
直
接
、
管
理
費
等
（
過
去
物
件
の
率
）

・
工
事
別
仮
設
は
歩
掛
情
報

・
工
法
を
設
定
し
精
算
に
近
い
内
容
で
算
出

・
仮
設
計
画
図
に
基
づ
き
算
出

躯
体
積
算

・
工
種
別

・
工
種
別

・
工
種
別

・
工
種
別

・
建
物
用
途
、
構
造
か
ら
歩
掛
を
設
定

（
構
造
形
式
不
明
の
場
合
は
想
定
）

・
杭
は
歩
掛
情
報

・
土
量
は
設
定
し
概
算
算
出

・
躯
体
は
基
本
的
に
歩
掛
情
報

・
概
略
断
面
の
場
合
概
略
数
量
算
出

・
杭
は
歩
掛
情
報

・
土
量
は
設
定
し
概
略
算
出

・
概
略
断
面
の
場
合
概
略
数
量
算
出

（
基
礎
・
地
下
躯
体
・
地
上
躯
体
に
区
分
）

・
杭
は
概
略
断
面
で
算
出

・
土
量
は
想
定
仮
設
計
画
に
基
づ
き
算
出

・
躯
体
は
構
造
図
に
よ
り
算
出

（
基
礎
・
地
下
躯
体
・
地
上
躯
体
に
区
分
）

・
杭
は
構
造
図
に
よ
り
算
出

・
土
量
は
仮
設
計
画
に
基
づ
き
算
出

外
部
仕
上
積
算

・
部
分
別
、
部
位
別

・
部
分
別
、
部
位
別

・
部
分
別
、
部
位
別

・
部
分
別
、
部
位
別

…

…

…

…

屋
外
施
設
等

・
用
途
別

・
用
途
別
又
は
部
位
別

・
部
位
別

・
部
位
別

・
敷
地
面
積
－
建
築
面
積

＝
外
構
面
積

・
敷
地
面
積
－
建
築
面
積

＝
外
構
面
積

・
記
載
内
容
毎
に
概
略
算
出

・
外
構
図
に
よ
り
算
出

コ ス ト 関 連 設 計 情 報算 出 概 算 工 事 費

（
資
料
出
所
：
日
本
建
築
積
算
協
会
、
建
築
積
算
資
格
者
更
新
講
習
テ
キ
ス
ト
、
2
0
0
1
.1
0
）

企
画

（
設
計
ブ
リ
ー
フ
）

基
本
計
画

（
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
設
計
）

基
本
設
計

実
施
設
計

17
億
円

15
億
円

13
億
円

11
億
円

9億
円

目
標
工
事
費
と
設
計
仕
様
に
基
づ
く
概
算
工
事
費
の
変
化
（
模
式
図
）

目
標
工
事
費
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6
8

10
12

2
6

8
10

12
4

2
6

8
10

12
4

2
6

8
10

12
4

2
4

20
12
年

20
13
年

20
14
年

20
15
年

20
16
年

●
7/

13
デ
ザ
イ
ン
競
技

実
施
決
定

●
11

/1
5

デ
ザ
イ
ン
の

最
優
秀
賞
決
定

●
9/

8
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
決
定

●
10

/3
1

施
工
予
定
者
を

選
定

ザ ハ 事 務 所 設 計 Ｊ Ｖ 大 成 建 設 竹 中 工 務 店

実
施
設
計
に
係
る

デ
ザ
イ
ン
監
修
業
務
契
約

実
施
設
計
に
係
る

デ
ザ
イ
ン
監
修
業
務
契
約

基
本
設
計

業
務
契
約

実
施
設
計

業
務
契
約

技
術
協
力

業
務
委
託
契
約

ス
タ
ン
ド
工
区
新
営
工
事
に
係
る

工
事
請
負
契
約

設
計
ブ
リ
ー
フ

（
企
画
）

8/
1

12
/3

1
1/

10
8/

20
3/

31

4/
1

3/
31

12
/3

1
1/

10
5/

30
5/

1
8/

20
9/

30

技
術
協
力

業
務
委
託
契
約

3/
31

3/
31

4/
1

4/
1

9/
30

9/
30

12
/8

12
/8

7/
9

～
20

16
年

12
/2

8

平
成

25
年

7月
時
点
価
格

関
係
者
の
間
で
目
標
工
事
費
合
意

第
5回
有
識
者
会
議
で
の
概
算
工
事
費
額

発
注
・
契
約

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
設
計

業
務
契
約

●
5/

31
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

設
計

JV
決
定

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
設
計

（
基
本
計
画
）

基
本
設
計

基
本
設
計
に
係
る

デ
ザ
イ
ン
監
修
業
務
契
約

5/
30

●
8/

18
施
工
予
定
者
を

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
公
募

実
施
設
計

実
施
設
計
及
び
施
工
段
階
に
係
る

技
術
協
力
業
務
委
託
契
約

実
施
設
計
及
び
施
工
段
階
に
係
る

技
術
協
力
業
務
委
託
契
約

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
設
計
に

係
る
デ
ザ
イ
ン
監
修
業
務
契
約
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建
物
全
体
の
工
事
価
格
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
の
指
数

資
料
出
所
：
建
設
物
価

20
15
年

9月
号

平
成

25
年

7月
時
点
価
格

関
係
者
の
間
で
目
標
工
事
費
合
意
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全
職
種
平
均
の

1日
当
た
り
の
労
務
単
価

平
成

25
年

7月
時
点
価
格

関
係
者
の
間
で
目
標
工
事
費
合
意
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資
料
出
所
：
建
築
コ
ス
ト
情
報

20
15
年

7月
号

各
種
専
門
工
事
ご
と
の
工
事
費
の
変
化

平
成

25
年

7月
時
点
価
格

関
係
者
の
間
で
目
標
工
事
費
合
意

 12 



資
料
出
所
：

(一
財

)建
築
ｺ
ｽ
ﾄ管
理
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
研
究
所

H形
鋼
（

SS
40

0）
と
い
う
鉄
骨
部
材
の

1ト
ン
当
た
り
の
材
料
単
価

平
成

25
年

7月
時
点
価
格

関
係
者
の
間
で
目
標
工
事
費
合
意
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東京体育館

国立霞ヶ丘競技場

神宮球場

ＪＲ千駄ヶ谷駅

軟式球場

室内球戯場
神宮第２球場

国立霞ヶ丘競技場の周辺地図
●東京都心、霞ヶ丘地区にはスポーツ施設が揃っている。 ●周辺には鉄道施設が整備され、交通の便が非常によい。

ＪＳＣ所有地 財務省所有地

渋谷区

明治神宮所有地
(財)機械産業記念
事業財団所有地

日本青年館

東京都所有地

秩父宮ラグビー場

明治公園

国立競技場
西庭球場

明治公園

室内テニス場

テニス場

聖徳記念絵画館

TEPIA

明治神宮
アイススケート場

港区

新宿区

①②

③

④

徒歩５分

地下鉄青山一丁目駅
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○独立行政法人日本スポーツ振興センター国立競技場将来構想有識者会議設置

要綱 

(平成24年1月31日平成23年度要綱第12号) 

改正 平成24年3月30日平成23年度要綱第13号 平成24年9月28日平成24年度要綱第27号 

平成25年1月31日平成24年度要綱第40号  
 

(趣旨) 

第1条 この要綱は、独立行政法人日本スポーツ振興センター(以下「センター」とい

う。)が、ラグビーワールドカップ2019大会開催及び2020年東京五輪招致活動を目

的とし、国立競技場の将来構想について審議するために設置する国立競技場将来構

想有識者会議（以下「会議」という。)の組織及び運営に関し、必要な事項を定める

ものとする。 

(組織) 

第2条 会議は、委員14名以内で組織する。 

2 会議に、委員長及び副委員長を置く。 

3 委員長は、委員の互選により選任する。 

4 委員長は、会議の会務を総理する。 

5 副委員長は、委員の中から1名を委員長が指名し、委員長に事故があるときは、そ

の職務を代理する。 

(委員等) 

第3条 委員は、スポーツ、文化、教育、建築等に関し知見を有する者のうちから、理

事長が委嘱する。 

2 委員は、非常勤とする。 

(会議) 

第4条 会議は、理事長が招集する。 

2 会議は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開き、審議を行うことができない。 

3 会議に出席することができない委員は、あらかじめ書面をもって委員長にその権限

を委任することができる。この場合は、出席とみなす。 

4 会議での審議は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決すると

ころによる。 

5 原則として、会議は非公開とする。 

(関係者の出席) 

第5条 委員長が認めた場合は、会議に出席することができない委員が、あらかじめ指

名する者を陪席させ、発言させることができる。 

2 センターの役職員は、会議に陪席し、必要に応じ、説明又は報告を行うことができ

る。 

(庶務) 
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第6条 会議に関する庶務は、国立競技場施設整備課との連携協力の下、新国立競技場

設置本部総務部運営調整課において処理する。 

(運営の細目) 

第7条 この要綱に定めるもののほか、会議の議事運営上必要な事項は、会議において

定める。 

附 則 

この要綱は、平成24年2月1日から施行する。 

附 則(平成24年3月30日平成23年度要綱第13号) 
 

この要綱は、平成24年4月1日から施行する。 

附 則(平成24年9月28日平成24年度要綱第27号) 
 

この要綱は、平成24年10月1日から施行する。 

附 則(平成25年1月31日平成24年度要綱第40号) 
 

この要綱は、平成25年2月1日から施行する。 
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1 

国立競技場将来構想有識者会議 委員名簿（平成２４年度） 
 

 

安西 祐一郎 

 

独立行政法人日本学術振興会理事長 

 

 

安藤 忠雄 

 

建築家 

 

 

石原 慎太郎 

 

東京都知事 

 

 

遠藤 利明 

 

 

2020年オリンピック・パラリンピック日本招致議員連盟幹事長  衆議院議員 

 

小倉 純二 

 

財団法人日本サッカー協会会長 

 

 

河野 洋平 

 

公益財団法人日本陸上競技連盟会長 

 

 

佐藤 禎一 

 

国際医療福祉大学大学院教授 

 

 

鈴木 寛 

 

 

スポーツ議員連盟幹事長  参議院議員 

 

鈴木 秀典 

 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構会長 

 

 

竹田 恆和 

 

公益財団法人日本オリンピック委員会会長 

 

 

張 富士夫 

 

公益財団法人日本体育協会会長 

 

 

都倉 俊一 

 

 

作曲家  一般社団法人日本音楽著作権協会会長 

 

鳥原 光憲 

 

公益財団法人日本障害者スポーツ協会会長 

 

 

森 喜朗 

 

 

財団法人日本ラグビーフットボール協会会長  衆議院議員 

  ※ 五十音順、敬称略 
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nao-yokoi
白塗り

nao-yokoi
白塗り



 

国立競技場将来構想有識者会議 委員名簿（平成２５年度） 
 

 

安西 祐一郎 

 

独立行政法人日本学術振興会理事長 

 

 

安藤 忠雄 

 

建築家 

 

 

  猪瀬 直樹 

 

東京都知事 

 

 

遠藤 利明 

 

 

スポーツ議員連盟幹事長  衆議院議員 

 

 

小倉 純二 

 

公益財団法人日本サッカー協会名誉会長 

 

 

河野 洋平 

 

公益財団法人日本陸上競技連盟会長 

※平成25年8月1日から 横川 浩 氏 に委嘱 
 

 

佐藤 禎一 

 

国際医療福祉大学大学院教授 

 

 

鈴木 寛 

 

スポーツ議員連盟幹事長 参議院議員 

※平成25年11月26日から 笠 浩史 氏（衆議院議員） に委嘱 
 

 

鈴木 秀典 

 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構会長 

 

 

竹田 恆和 

 

公益財団法人日本オリンピック委員会会長 

 

 

張 富士夫 

 

公益財団法人日本体育協会会長 

 

 

都倉 俊一 

 

 

作曲家  一般社団法人日本音楽著作権協会会長 

 

鳥原 光憲 

 

公益財団法人日本障害者スポーツ協会会長 

 

 

森 喜朗 

 

 

公益財団法人日本ラグビーフットボール協会会長 

 

 ※ 五十音順、敬称略 
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国立競技場将来構想有識者会議 委員名簿（平成２６年度） 
 

 

安西 祐一郎 

 

独立行政法人日本学術振興会理事長 

 

 

安藤 忠雄 

 

建築家 

 

 

遠藤 利明 

 

 

スポーツ議員連盟幹事長  衆議院議員 

 

 

小倉 純二 

 

公益財団法人日本サッカー協会名誉会長 

 

 

佐藤 禎一 

 

元日本国政府ユネスコ代表部特命全権大使 

 

 

鈴木 秀典 

 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構会長 

 

 

竹田 恆和 

 

公益財団法人日本オリンピック委員会会長 

 

 

張 富士夫 

 

公益財団法人日本体育協会会長 

 

 

都倉 俊一 

 

 

作曲家  一般社団法人日本音楽著作権協会会長 

 

鳥原 光憲 

 

公益財団法人日本障害者スポーツ協会会長 

 

 

舛添 要一 

 

東京都知事 

 

 

森 喜朗 

 

 

公益財団法人日本ラグビーフットボール協会会長 

東京オリンピック･パラリンピック競技大会組織委員会会長 
 

 

横川 浩 

 

公益財団法人日本陸上競技連盟会長 

 

 

笠  浩史 

 

2020年東京オリンピック・パラリンピック大会推進議員連盟幹事長代理 

衆議院議員 
 

 ※ 五十音順、敬称略 
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国立競技場将来構想有識者会議 委員名簿（平成２７年度） 
                                         ※ 平成27年7月7日時点 

 

安西 祐一郎 

 

独立行政法人日本学術振興会理事長 

 

 

安藤 忠雄 

 

建築家 

 

 

小倉 純二 

 

公益財団法人日本サッカー協会名誉会長 

 

 

佐藤 禎一 

 

元日本国政府ユネスコ代表部特命全権大使 

 

 

鈴木 秀典 

 

公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構会長 

 

 

竹田 恆和 

 

公益財団法人日本オリンピック委員会会長 

 

 

張 富士夫 

 

公益財団法人日本体育協会会長 

 

 

都倉 俊一 

 

 

作曲家  一般社団法人日本音楽著作権協会会長 

 

鳥原 光憲 

 

公益財団法人日本障害者スポーツ協会会長 

 

 

馳 浩 

 

 

スポーツ議員連盟事務局長 

衆議院議員 
 

 

舛添 要一 

 

東京都知事 

 

 

森 喜朗 

 

 

公益財団法人東京オリンピック･パラリンピック競技大会組織委員会会長 
 

 

横川 浩 

 

公益財団法人日本陸上競技連盟会長 

 

 

笠 浩史 

 

 

２０２０年東京オリンピック・パラリンピック大会推進議員連盟幹事長代理 

衆議院議員 
 

 ※ 五十音順、敬称略 
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○独立行政法人日本スポーツ振興センター国立競技場将来構想ワーキンググル

ープ設置要綱 

(平成24年4月2日平成24年度要綱第1号) 

改正 平成25年1月31日平成24年度要綱第41号 
 

(趣旨) 

第1条 独立行政法人日本スポーツ振興センター国立競技場将来構想有識者会議設置要

綱(平成23年度要綱第12号)第7条に基づき、国立競技場将来構想有識者会議(以下

「有識者会議」という。)における検討のための具体案を作成することを目的とし、

国立競技場将来構想ワーキンググループ(以下「ワーキンググループ」という。)を設

置する。 

(組織) 

第2条 ワーキンググループは、次に掲げるものとする。 

(1) 施設建築グループ 

(2) 施設利活用グループ(スポーツ) 

(3) 施設利活用グループ(文化) 

2 ワーキンググループの委員は、前項に定めるグループごとに、スポーツ、文化、教

育、建築等に関し知見を有する者で組織し、有識者会議の委員長が指名する。 

3 第1項に定めるグループごとに座長を置き、有識者会議の委員長が指名する。 

4 座長は、ワーキンググループでの審議結果を有識者会議に報告する。 

(関係者の出席) 

第3条 有識者会議の委員は、ワーキンググループの会議に出席し、意見を述べること

ができる。 

2 独立行政法人日本スポーツ振興センターの役職員は、ワーキンググループの会議に

陪席し、必要に応じ、説明又は報告を行うことができる。 

(庶務) 

第4条 ワーキンググループに関する庶務は、新国立競技場設置本部総務部運営調整課

において処理する。 

(運営の細目) 

第5条 この要綱に定めるもののほか、ワーキンググループの議事運営上必要な事項は、

第2条第1項に定めるグループにおいて定める。 

附 則 

この要綱は、平成24年4月2日から施行する。 

附 則(平成25年1月31日平成24年度要綱第41号) 
 

この要綱は、平成25年2月1日から施行する。 
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国立競技場将来構想ワーキンググループ 

施設建築グループ委員名簿 

 

 

座 長 （有識者委員）     安藤  忠雄  東京大学名誉教授 

（安藤忠雄建築研究所長） 

  

 委 員 （建築計画）      鈴木  博之  青山学院大学教授 

  

 

 委 員 （都市計画）      岸井  隆幸  日本大学教授 

 

 

 委 員 （建築計画・景観）   内藤   廣   前東京大学副学長 

（内藤廣建築設計事務所代表） 

 

 委 員 （建築設備）      安岡  正人  東京大学名誉教授 
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1 

 

国立競技場将来構想ワーキンググループ 

施設利活用（スポーツ）グループ委員名簿 

 

 

座 長（有識者委員） 小倉  純二  公益財団法人日本サッカー協会会長 
 

委 員（ラグビー）  矢部  達三  公益財団法人日本ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会専務理事 
 

委 員（サッカー）  田嶋  幸三  公益財団法人日本サッカー協会副会長・専務理事 
 

委 員（陸上競技）  尾縣  貢   公益財団法人日本陸上競技連盟専務理事 
 

委 員（ｵﾘﾝﾋﾟｱﾝ）   吉田  秀博  公益財団法人日本障害者スポーツ協会常務理事 
 

委 員（博物館）   銭谷  眞美  財団法人日本博物館協会会長 
 

委 員（サッカー）  傍士  銑太  一般財団法人日本経済研究所専務理事 

公益社団法人日本プロサッカーリーグ理事 
 

委 員（サッカー）  田口  禎則  一般社団法人日本女子サッカーリーグ専務理事 
 

委 員（ｽﾎﾟｰﾂ支援）  勝田  隆   公益財団法人日本オリンピック委員会 

情報・医・科学専門部会副部会長 
 

委 員（ｽﾎﾟｰﾂ支援）  赤間  高雄  公益財団法人日本オリンピック委員会 

情報・医・科学専門部会医学サポート部会会長 
 

委 員（ｽﾎﾟｰﾂ支援）  浅川  伸   公益財団法人日本アンチ・ドーピング機構専務理事 
 

委 員（芝生管理）  池田  省治  株式会社オフィスショウ社長 

 

委 員（映像技術）  黒坂  達也  株式会社企代表取締役 
 

委 員（マスコミ）  友次  康裕  日本放送協会報道局スポーツセンター 

スポーツ番組部チーフ・プロデューサー 
 

委 員（ライター）  松瀬  学   ノンフィクション作家 
 

委 員（ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ）  槙   英俊  株式会社電通スポーツ局局次長 
 

委 員（ｽﾎﾟｰﾂ科学）  阿江  通良  筑波大学マルチサポート事業 

研究開発プロジェクト運営統括責任者 
 

委 員（衆議院議員） 中谷  元   2020 年ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ日本招致議員連盟常任幹事  
 

委 員（参議院議員） 友近  聡朗  スポーツ議員連盟事務局次長 
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nao-yokoi
白塗り

nao-yokoi
白塗り



 

1 

 

 

国立競技場将来構想ワーキンググループ 

施設利活用（文化）グループ委員名簿 

 

 

 

 

座 長（有識者委員）  都倉 俊一  作曲家 

一般社団法人日本音楽著作権協会会長 

 

委 員（プロモーター）  山崎 芳人  一般社団法人ｺﾝｻｰﾄﾌﾟﾛﾓｰﾀｰｽﾞ協会会長 

株式会社キョードー東京代表取締役社長 

 

委 員（プロモーター）  田山 順一  株式会社キョードー東京取締役 

 

委 員（プロモーター）  遠山 豊   株式会社プロマックス代表取締役社長 

 

委 員（ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ    渡辺 ミキ  株式会社ワタナベエンターテインメント 

ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ）                     代表取締役社長 

 

委 員（プロデューサー）  残間 里江子 株式会社キャンディッドプロデュース 

代表取締役社長 

 

委 員（プロモーション）  髙田 佳夫  株式会社電通執行役員 

 

委 員（プロモーション）  小崎 宏   株式会社博報堂 

ｽﾎﾟｰﾂ･ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄﾋﾞｼﾞﾈｽ局局長 

 

委 員（メ デ ィ ア）  石原 真   日本放送協会制作局ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄ番組部 

ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ 
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nao-yokoi
白塗り

nao-yokoi
白塗り



○独立行政法人日本スポーツ振興センター新国立競技場基本構想国際デザイン

競技審査委員会設置要綱 

(平成24年8月31日平成24年度要綱第12号) 

改正 平成25年1月31日平成24年度要綱第42号 
 

(趣旨) 

第1条 新国立競技場基本構想国際デザイン競技(以下「デザイン競技」という。)を公

平かつ円滑に実施するため、新国立競技場基本構想国際デザイン競技審査委員会(以

下「審査委員会」という。)を設置する。 

(審議事項等) 

第2条 審査委員会においては、次に掲げる事項を審議する。 

(1) デザイン競技の募集要項に関すること。 

(2) デザイン競技の応募作品の審査に関すること。 

(3) その他デザイン競技に必要な事項に関すること。 

2 前項に規定する審議事項のほか、新国立競技場基本構想国際デザイン競技募集要項

20に規定するデザイン監修について、必要な助言を行うことができるものとする。 

(組織) 

第3条 審査委員会は、次に掲げる委員で構成する。 

(1) 国立競技場将来構想ワーキンググループ(以下「ワーキンググループ」とい

う。)施設建築グループ委員5名 

(2) ワーキンググループ施設利活用グループ(スポーツ)委員(座長)1名 

(3) ワーキンググループ施設利活用グループ(文化)委員(座長)1名 

(4) 日本国以外の国籍を有する建築家2名 

(5) 主催者(独立行政法人日本スポーツ振興センター理事長)1名 

2 前項に掲げる委員は、理事長が委嘱する。 

3 審査委員会は必要に応じて、その他の外部有識者の協力を求めることができる。 

(任期等) 

第4条 委員の任期は、新国立競技場が竣工するまでの期間とする。 

2 第3条第1項第4号に規定する委員の任期は、デザイン競技の終了までの期間とす

る。 

(委員長) 

第5条 審査委員会に委員長を置く。 

2 委員長は、ワーキンググループ施設建築グループ座長が務めるものとする。 

3 委員長は、会務を総理し、審査委員会の議長を務めるものとする。 

4 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指定する委員がその職務を代理す

る。 

(会議) 
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第6条 審査委員会は、委員長が招集する。 

2 審査委員会は、過半数の出席がなければ、会議を開催することができない。 

3 審査委員会は、委員長が必要と認めるときは、電子メール等の書面にて開催するこ

とができるものとする。 

4 委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、説明又は意見を

求めることができる。 

(審査結果の報告) 

第7条 審査委員会は、審査結果の報告書を作成し、委員全員がこれに署名する。 

(守秘義務) 

第8条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様

とする。 

(公開) 

第9条 審査委員会は原則として非公開とする。 

2 会議録及び会議の審議資料は非公開とする。 

3 その他必要な事項は会議で決定する。 

(庶務) 

第10条 審査委員会の庶務は、新国立競技場設置本部総務部運営調整課において処理

する。 

(その他) 

第11条 この要綱に定めるもののほか、審査委員会の運営及び応募作品の審査手続き

は、委員長が定める。 

附 則 

この要綱は、平成24年9月1日から施行する。 

附 則(平成25年1月31日平成24年度要綱第42号) 
 

この要綱は、平成25年2月1日から施行する。 
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新国立競技場基本構想国際デザイン競技審査委員会名簿

＜ワーキンググループ施設建築グループ＞ 

委員長（有識者委員）  安藤 忠雄  東京大学名誉教授 

委員（建築計画） 鈴木 博之  青山学院大学教授 

委員（都市計画） 岸井 隆幸  日本大学教授 

委員（建築計画・景観） 内藤  廣  東京大学名誉教授 

委員（環境・建築設備） 安岡 正人  東京大学名誉教授 

＜ワーキンググループ施設利活用（スポーツ）グループ＞ 

委員（有識者委員） 小倉 純二     財団法人日本サッカー協会名誉会長 

＜ワーキンググループ施設利活用（文化）グループ＞ 

委員（有識者委員）   都倉 俊一  作曲家 一般社団法人日本音楽著作権協会会長 

＜日本国以外の国籍を有する建築家（２次審査のみ）＞ 

委員  リチャード・ロジャース 

委員  ノーマン・フォスター 

＜主催者＞ 

委員（主催者）  河野 一郎   独立行政法人日本スポーツ振興センター理事長 
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○新国立競技場新営工事の調達実施方針策定及び技術提案等審査委員会設置要

綱 

(平成26年7月7日平成26年度要綱第15号) 

(趣旨) 

第1条 新国立競技場新営工事の調達にあたり、技術提案交渉方式(工事の仕様の確定

が困難であること等により必要があると認めるときは、公募の上、技術提案の審査

の結果を踏まえて選定した者(以下「優先交渉権者」という。)と、工法、価格等の交

渉を行う事により仕様を確定し、契約できる方式をいう。以下同じ。)の実施等につ

いて、その方針の策定及び技術提案等に係る審議に関し、専門的かつ公正な調査審

議を実施するため、独立行政法人日本スポーツ振興センター(以下「センター」とい

う。)に新国立競技場新営工事の調達実施方針策定及び技術提案等審査委員会(以下

「委員会」という。)を設置する。 

(審議事項) 

第2条 委員会は、新国立競技場新営工事の調達に関し、次に掲げる事項を調査審議す

る。 

(1) 技術提案交渉方式の実施その他調達の方針の策定に関すること。 

(2) 技術提案書の提出を求める者の選定に関すること。 

(3) 技術提案書における評価項目、評価事項及び評価点に関すること。 

(4) 優先交渉権者の選定及びその順位決定の方法及び審査に関すること。 

(5) 優先交渉権者の施工方法の確認及び価格交渉に関すること。 

(6) 予定価格の作成のための助言に関すること。 

(7) 技術提案の審査及び交渉に係る概要の公表に関すること。 

(8) 審議事項に係る苦情処理に関すること。 

(9) その他センター理事長が必要と認める事項に関すること。 

(委員会の構成) 

第3条 委員会は、学識経験者等からセンター理事長が委嘱した者及びセンター役職員

(以下「委員」という。)により構成する。 

2 委員会に、委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

3 委員長は、会務を総理し、委員会の議長を務めるものとする。 

4 委員長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。 

(技術審査委員会の設置及び構成等) 

第4条 委員会に技術審査委員会を置く。 

2 技術審査委員会は、第2条(1)から(3)に定める実施方針等に基づき、第2条(4)から

(6)に関する審議を行い、審議結果を委員会に報告する。 

3 技術審査委員会は学識経験者委員により構成する。 

4 技術審査委員会に委員長を置き、技術審査委員会委員の互選により定める。 

委員名簿については、委員の任期満了後に公表予定（平成27年９月18日現在）
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5 技術審査委員会委員長は技術審査委員会副委員長を指名し、技術審査委員会委員長

に事故があるときは、その職務を代理する。 

(委員の任期等) 

第5条 委員会及び技術審査委員会(以下「委員会等」という。)の委員の任期は、セン

ター理事長が委嘱した日から、工事の契約締結日までとする。 

2 センター理事長が委嘱した委員は非常勤とし、センター役職員である委員は役職に

より指定する。 

3 委員の氏名及び職業については、審議内容の公正性を確保するため、委員の任期満

了後に公表する。 

4 委員は、任期中及び任期後において、委員として知り得た情報について、開示が決

定されたものを除き、守秘義務を負う。 

(委員会等の開催) 

第6条 委員会等は、センター理事長の依頼に基づき、委員会等の委員長が招集し、開

催する。 

2 委員会等は、過半数の委員の出席をもって成立する。 

3 委員は、自己又は3親等以内の親族の利害に関係がある(思料される場合を含む。)

審議事項について、その審議等に加わることができない。 

4 委員長は、必要があると認められるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、説

明又は意見を聴くことができる。 

5 委員会等は、技術提案等に対し、中立かつ公正な審査・評価を行うため非公開とす

る。 

(審査結果の公表等) 

第7条 技術提案の審査を経て、発注者が優先交渉権者を決定した場合は、審査結果及

びその概要を公表する。 

2 交渉を経て、発注者が工事契約を締結した場合は、契約相手方及び交渉に係る過程

の概要を公表する。 

(庶務) 

第8条 委員会に関する庶務は、センター新国立競技場設置本部の協力を得てセンター

管理部調達管財課が行う。 

(雑則) 

第9条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員会に諮って

定める。 

附 則 

この要綱は、平成26年7月7日から施行する。 
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新国立競技場施設整備事業に関する連絡協議会について

平 成 ２ ５ 年 ８ 月 ２ ６ 日
平成２６年１０月１６日一部改正
文部科学省大臣官房文教施設企画部長
文部科学省スポーツ・青少年局長
日本スポーツ振興センター理事長

１．目的及び設置
新国立競技場施設整備事業の円滑な推進を図るため、新国立競技場施設整備
事業に関する連絡協議会（以下「連絡協議会」という。）を設置し、定期的な情
報交換を行う。

２．連絡協議会の構成
連絡協議会の構成員は次のとおりとする。ただし、必要があるときは、構成
員を追加することができる。
文部科学省大臣官房文教施設企画部長
文部科学省スポーツ・青少年局長
日本スポーツ振興センター理事長

３．技術的支援に関する連絡会
本事業の推進に関する技術的・専門的事項に関する協議・検討を行うため、
連絡協議会の下に技術的支援に関する連絡会（以下「技術支援連絡会」という。）
を設置し、定期的な情報交換を行う。

４．技術支援連絡会の構成
技術支援連絡会の構成員は次のとおりとする。ただし、必要があるときは、
構成員を追加することができる。
文部科学省大臣官房文教施設企画部
技術参事官、参事官（技術担当）、参事官付監理官
施設企画課契約情報室長、工事契約専門官

文部科学省スポーツ・青少年局
大臣官房審議官（スポーツ・青少年局担当）、
スポーツ・青少年企画課長、専門官

日本スポーツ振興センター
理事（新国立競技場担当）、理事（管理部担当）
新国立競技場設置本部長、企画調整役、総務部長、施設部長
施設企画課長、施設整備推進課長、技術アドバイザー
管理部長、調達管財課長

５．庶務
連絡協議会の庶務は、関係局課及び日本スポーツ振興センターの協力を得て、

スポーツ・青少年企画課において処理する。
また、技術支援連絡会の庶務は、関係局課及び日本スポーツ振興センターの

協力を得て、文教施設企画部参事官付において処理する。

６．その他
前各号に掲げるもののほか、連絡協議会及び技術支援連絡会の運営に関し必
要な事項は、関係者が協議し別に定める。
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専門用語集 
  

用語 読み仮名 解説 

ＥＣＩ方式 ｲｰｼｰｱｲﾎｳｼｷ 設計段階から施工予定者が参画し、施工のノウハウを反映

した設計を実施した後、交渉方式等で施工部分の予定価格

を定め、請負契約を実施する方式。 

 

ECI : Early Contractor Involvement 

開閉式遮音装置 ｶｲﾍｲｼｷｼｬｵﾝｿｳﾁ 本プロジェクトにおいては、主に文化イベントの開催時に

おいて、周辺地域への音漏れを減ずるため、屋根面に設置

される開閉可能な装置のこと。 

可動席 ｶﾄﾞｳｾｷ 本プロジェクトにおいては、様々な競技によって、求めら

れるフィールドの大きさやフィールドと観客席との距離

が変わることから、競技に応じてフィールドと観客席の間

隔を最適にし、臨場感を高めるため、観客席を可動式とす

るもの。 

可動ピッチ ｶﾄﾞｳﾋﾟｯﾁ 本プロジェクトにおいては、様々な文化イベント時に芝生

を保護するため、ピッチを可動式とするもの。 

可動屋根 ｶﾄﾞｳﾔﾈ 開閉式遮音装置のこと。 

技術協力業務 ｷﾞｼﾞｭﾂｷｮｳﾘｮｸｷﾞｮｳﾑ 技術提案・交渉方式により、設計段階から施工のノウハウ

を反映させるための技術提案を行う業務のこと。 

技術協力者 ｷﾞｼﾞｭﾂｷｮｳﾘｮｸｼｬ 技術提案・交渉方式により、設計段階から施工のノウハウ

を反映させるための技術提案を行う施工予定者のこと。 

技術提案・交渉方式 ｷﾞｼﾞｭﾂﾃｲｱﾝ･ｺｳｼｮｳﾎｳｼｷ 公共工事の品質確保の促進に関する法律（後述）第 18 条

によって規定される、公共工事の性格等により当該工事の

仕様の確定が困難な場合に適用される方式。技術提案を募

集し、最も優れた提案を行った者を優先交渉権者とし、そ

の者と価格や施工方法等を交渉し、予定価格を定め、契約

の相手方を決定する方式。 

総合評価落札方式 ｿｳｺﾞｳﾋｮｳｶﾎｳｼｷ 公共工事の品質確保を図るため、技術提案を募集するなど

により、入札者に、工事価格及び性能等をもって申込みさ

せ、これらを総合的に評価して落札者を決定する方式。 

基本設計 ｷﾎﾝｾｯｹｲ 本プロジェクトにおける設計フェーズの第２段階。建築主

の意図に基づき、計画建築物の全体概要を意匠的、技術的、

法規的に確定し、図面・仕様を作成する業務。 
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建設物価 ｹﾝｾﾂﾌﾞｯｶ 材料費、賃料、労務費等、建設工事に要する物価のこと。 

建築資材 ｹﾝﾁｸｼｻﾞｲ 建築工事に使用される材料及び仮設材。 

公共工事の品質確保の促進

に関する法律 

ｺｳｷｮｳｺｳｼﾞﾉﾋﾝｼﾂｶｸﾎﾉｿｸｼﾝﾆ

ｶﾝｽﾙﾎｳﾘﾂ 

価格及び品質が総合的に優れた内容の契約を行うなど、公

共工事の品質確保の促進に関する基本的事項を定めた法

律。平成 26 年６月の改正によって第 18 条に技術提案の審

査及び価格等の交渉による方式が新たに規定された。 

工事ヤード ｺｳｼﾞﾔｰﾄﾞ 工事現場において、クレーン等の施工に必要な重機が作業

するスペースや、資材や掘削土を仮置きするスペースのこ

と。 

実施設計 ｼﾞｯｼｾｯｹｲ 本プロジェクトにおける設計フェーズの第３段階。基本設

計に基づいて、工事の実施及び工事費内訳明細書などの作

成に必要な設計内容を確定し、設計図等を作成する業務。 

実勢単価 ｼﾞｯｾｲﾀﾝｶ 実際に市場で取引される価格のこと。 

施工者 ｾｺｳｼｬ 広義には工事を実施する者、狭義にはその実施責任者を意

味し、工事請負契約書に記載されている請負者またはそれ

が委任する現場代理人などを指す。 

施工予定者 ｾｺｳﾖﾃｲｼｬ 施工者となる予定の者のこと。 

設計共同体（設計ＪＶ） ｾｯｹｲｷｮｳﾄﾞｳﾀｲ（ｾｯｹｲｼﾞｪｲﾌﾞ

ｲ） 

設計業者が数社で互いに出資し、共同して一つの建設工事

の設計を実施するために、設計業務毎に結合する事業組織

体をいう。 

設計施工一括発注方式 ｾｯｹｲｾｺｳｲｯｶﾂﾊｯﾁｭｳﾎｳｼｷ 設計と施工を分離発注せず、一括して発注することによ

り、施工者のノウハウを反映した現場条件に適した設計

や、施工者の固有技術を活用した合理的な設計を行う方

式。 

設計図書 ｾｯｹｲﾄｼｮ 設計の内容を示す設計図及び仕様書などの総称。 

デザイン監修業務 ﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾝｼｭｳｷﾞｮｳﾑ 一般的な公共工事では発生しないが、デザイン競技を行っ

た場合など特別な場合に発生する業務。法的な位置づけは

なく、対象事業はプロジェクト毎に異なる。本プロジェク

トにおいては、ザハ・ハディド事務所が、フレームワーク

設計、基本設計・実施設計及び施工段階で自らの提案を踏

まえて実施されているかを確認・助言する業務。 

特定建設共同企業体（乙型） ﾄｸﾃｲｹﾝｾﾂｷｮｳﾄﾞｳｷｷﾞｮｳﾀｲ（ｵ

ﾂｶﾞﾀ） 

建設工事の特性に着目して、工事毎に、数社で共同して事

業組織体を形成したものを特定共同企業体と呼び、乙型と

は、複数の工区に分割し、各構成員がそれぞれ分担する工

区を、責任を持って施工する方式。 
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特定建設共同企業体（甲型） ﾄｸﾃｲｹﾝｾﾂｷｮｳﾄﾞｳｷｷﾞｮｳﾀｲ（ｺ

ｳｶﾞﾀ） 

建設工事の特性に着目して、工事毎に、数社で共同して事

業組織体を形成したものを特定共同企業体と呼び、甲型と

は、予め特定共同企業体内において定めた出資比率に応じ

て、資金・人員・機械等を拠出して、各構成員が共同して

施工する方式。 

延床面積 ﾉﾍﾞﾕｶﾒﾝｾｷ 建築物の各階の床面積の合計。 

発注者支援業務 ﾊｯﾁｭｳｼｬｼｴﾝｷﾞｮｳﾑ 公共工事の発注者が行うべき、積算や工事管理、技術審査

等の支援を行う業務。本プロジェクトにおいては、発注者

であるＪＳＣに対し、設計内容や積算の確認等の他、関係

機関との協議に関する支援等を行う業務。 

バリューエンジニアリング

（ＶＥ） 

ﾊﾞﾘｭｰｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 製品やサービスが果たすべき機能や性能を確保しつつ工

法や材料などの合理化を行い、コストを縮減することによ

り製品などの価値を高める手法。 

ファサード ﾌｧｻｰﾄﾞ 建築物の立面のうち、外観の主要部分となる面。主たる道

路や広場に面し、主要入口のある立面を指す場合が多い。 

フレームワーク設計 ﾌﾚｰﾑﾜｰｸｾｯｹｲ 本プロジェクトにおける設計フェーズの第１段階。国際デ

ザイン競技で選定されたデザイン案を踏まえ、新国立競技

場の設計条件の整理等を行う業務。 

プロポーザル方式 ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙﾎｳｼｷ 建築物の設計者の選定方法の一つ。参加希望者から技術資

料の提出を求め技術的に最適な者を選定する方式。 

ボール形状 ﾎﾞｰﾙｹｲｼﾞｮｳ 競技場（bowl）の形状。 

連絡デッキ（ブリッジ） ﾚﾝﾗｸﾃﾞｯｷ（ﾌﾞﾘｯｼﾞ） 本プロジェクトにおいては、競技場周辺に設置される歩行

者用のデッキのことで、第１号デッキは東京体育館と新国

立競技場の敷地を、第２号デッキは新明治公園と新国立競

技場の敷地をそれぞれ道路上空でつないでいる。 

労務費 ﾛｳﾑﾋ 工事に従事する労働力の消費によって発生する原価。建設

工事における原価要素の一つ。 
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新国立競技場整備計画経緯検証委員会の設置について 

 

平成２７年８月４日  

文部科学大臣決定  

１．目的 

新国立競技場の整備計画に係るこれまでの経緯について検証する

ため、文部科学省に「新国立競技場整備計画経緯検証委員会」（以下

「委員会」という。）を置く。 

 

２．検証事項 

  新国立競技場の整備計画に係るこれまでの経緯等について 

 

３．実施方法 

（１）この委員会に検証委員を置く。 

（２）検証委員の扱いについては別に定める。 

（３）委員会には、必要に応じて、検証委員以外の者を参画させるこ

とができるものとする。 

（４）会議は、原則として公開する。ただし、会議を公開することに

より公平かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれがあると認

める場合その他正当な理由があると認める場合は非公開とする。 

 

４．設置期間 

平成 27 年８月４日から平成 28 年３月 31 日までとする。 

 

５．その他 

委員会の庶務は、文部科学省新国立競技場整備計画経緯検証委員会

事務局（平成 27 年８月４日事務次官決定）において処理する。 
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新国立競技場整備計画経緯検証委員会 検証委員 

 

 

◎柏木 昇 東京大学名誉教授／元・中央大学法科大学院教授 

 

國井 隆 公認会計士 

 

黒田 裕 弁護士 

 

為末 大 一般社団法人アスリート・ソサエティ代表理事  

 

古阪 秀三 京都大学工学研究科建築学専攻教授 

 

○横尾 敬介 経済同友会 専務理事／みずほ証券常任顧問 

 

 

◎委員長、○委員長代理 
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新国立競技場整備計画経緯検証委員会 開催実績 

 

■第１回新国立競技場整備計画経緯検証委員会 

８月７日（金） 

 ・検証の進め方について審議 

 

■第２回新国立競技場整備計画経緯検証委員会 

８月 19 日（水） 

 ・工事費の変遷について議論 

 ・建築プロジェクトの基礎知識について、古阪委員から説明 

 

■第３回新国立競技場整備計画経緯検証委員会 

９月４日（金） 

 ・ＪＳＣより新国立競技場の敷地に係る説明を聴取 

 

■第４回新国立競技場整備計画経緯検証委員会 

９月 24 日（木） 

・報告書（案）を議論 
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